
 

 

 

 

ダメージゾーンの規模を明示しないのは不適切 

資料１ 「ダメージゾーン」を狭くし、断層の全長の 100分の１にすることは誤り。 

遠田・石村（2019）では、熊本地震のダメージゾーンは、主断層から１５ｋｍにも及ぶ。 

 

小野のコメント: 地震は主断層を中心に引き起

こされ、それが「震源として考慮する活断層」

であるが、地震によってその広い範囲に色々

な亀裂が生じたり、基盤を切る地滑りが発生

したりして「耐震設計上考慮する活断層」と

なり、その両者を含めた範囲が、『新規制基

準』にいう「将来活動する可能性のある断層

等」になっていく。図８にはスケールが入っ

ていないために極めて抽象的な模式図にな

っている。実際のダメージゾーンは数 10km

またはそれ以上に達する。例えば、熊本地震

では主断層の全長 30km に対し、地層などの

変異は主断層から 15kmも離れた範囲に及ん

でいることが、遠田・石村（2019）によって

確認されている。 

 

 

NUMOの回答：図 8 は既往の文献の寸法記載のな

い図などを基に作図したものです（本文中に参考

文献を追記しました）。断層コアの寸法について

は、断層の変位量に応じて、mm オーダーから km

オーダーという幅広い値を取ると考えられ、ダメ

ージゾーンの幅も断層コアと同様に断層変位量

と相関があると考えられるため、概念図として示

しています。また、図 8 における中心の 「震源

として考慮する活断層」の断層面及び断層コアに

加えて、その周辺の「･･永久変位が生じる断層及

び変位を及ぼす地すべり面」の断層面、断層コア、

地すべり面及び地すべり面周辺の破砕部も避け

る対象としております。ご指摘の熊本地震 の際

に観測された小断層変位については認識してお

りますが、破砕帯の幅として考慮する現象ではな

く、図 8における主要な断層の周辺の断層面や地

すべり面に該当すると考えられますので、基準の中

で避ける場所としています。 
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より そうであるなら、寿都町の大部分は、「避ける場所」になるはず。 
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（鈴木、2014） 
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